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「地域共生社会」、「地域包括ケアシステム」や「認知症施策」は、

高齢者になっても、認知症になっても、生活上の課題を抱えていても、

自分の住みたい場所で、自分らしい(マイペースな)暮らしを続けるための

まちづくり、地域づくりの取組



地域支援事業の連動を意識する（イメージ）

○ 高齢者施策における地域包括ケアシステムの構築の目的は、“住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最

後まで続ける”こと。

○ 各事業はあくまでも地域を支援するための手段（ツール）であり、それぞれの事業実施が目的（ゴール）ではな

いことに留意する必要がある。

○ 住民を含む関係者と考え方や方向性を共有し、多職種や多機関が連携して地域全体を支えることが必要であ

り、各事業の関連性を活かすためにも“場”としての地域ケア会議や協議体を活用することが重要。
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・自立支援の先に繋げる場が
地域にできていない

・認知症サポーターが活動して
いない

・認知症カフェなど家族支援す
るインフォーマル資源がない

・虚弱高齢者が参加していない
・生活支援コーディネーターの
関わっていない

・地域につながる場をつくる、
見つけることができていない

・多職種でアセスメントできて
いない

連動性がないと、どうなるのか？

でも、

認知症の人の家族、

全然安心できていない。

でも、

地域で助け合いとか

全然、うまれてない

でも、

なんか、気が付いたら

長期集中になってる

でも、

サービスの

利用状況がかわらない

自立支援型
地域ケア個別会議が
立ち上がった！

認知症初期集中
支援チームができた！

「いきいき百歳体操」
ついに100か所目！

短期集中C型
サービス作った！

資料）三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社「域支援事業の連動性を確保するための調査研究事業報告書」
（平成30年度 老人保健事業推進費等補助金老人保健健康増進等事業）を一部改編



事例にみる地域支援事業の連動性

• 地域ケア会議や短期集中介護予防の蓄積から、

通いの場の必要性が共有され、

市内拡充に向け、関係者の意識変革が実現

・短期集中介護予防Ｃ型利用者を対象とした地域ケア会議を開催し、元気を維持するための

通いの場の必要性を関係者で共有

・包括職員の提案による通いの場づくり視察（自治会、民生委員、老人クラブ、包括、市等が参加）

⇒ こうした取組を通じて「いきいき百歳体操」の開催ヵ所が急増

・いきいき百歳体操の場を通じて、欠席者の安否確認、買い物や通院に困っている人に対する

互助による生活支援も生まれている

資料）三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社「域支援事業の連動性を確保するための調査研究事業報告書」（平成30
年度 老人保健事業推進費等補助金老人保健健康増進等事業）を一部改編

住民同士の
生活支援

通いの場

いきいき
百歳体操

・地域ケア会議

・短期集中
介護予防Ｃ型

［地域支援事業の連動プロセス例］



地域づくりの基盤づくり

１ 「向く」人材の配置

■地域づくりの主導は、外部の法人への委託ではなく、市町村自らが行う

■担当課長や係長に、地域づくりに「向く人」を「長く」置く（成果の評価も長い目で行う）

⇒「向く人」：人間関係づくりを厭わず、行動力のある人、人の話をよく聞く人が向く

■役所の中の担当部署だけで完結させず、まちづくり部門や住民部門、商工部門なども広く関わりを持た

せる（トップが関わるのも手）

２ 地域の自主性・自律性

■地域のことはまずは地域で解決するという地域の自主性・自律性の認識を持ってもらう

■その上で、自治会、町内会、老人クラブ、地区社協、PTAなどの地域組織との信頼関係・協力関係を

築く

■自治会、町内会を残しつつ、それとは別に地域づくりの地区住民組織を創設することも一考に値する

■場所の提供などに関しては、各種民間団体や民間企業の協力も得る

■「生活支援コーディネーター」を各中学校区に１人配置できる事業も活用する

３ 医療・介護の専門職や専門職団体との協力関係

■地域の医療・介護の専門職や専門職団体と良好な関係を築く

■地域課題全般について一緒に考え、答えを見つけていくようにする



個別のケース
を見て暮らし
の課題を
想像できる

地域づくり人材のあり方と育成ステップ（イメージ）

想定される状態 Step1 Step2 Step3

理解

意欲

能力

事業を行うこと
が目的、指示を
全うすることが

仕事

地域づくりが
どのように暮らし

を支えるか
説明できない

先行事例や
マニュアルに
答えを求める

関係者との協力は
労力がかかり大変
会議はするが

形式的

事象や問題を
課題と思っている

関係者が
動いてくれない、

相手が悪い

誰のための
事業か考え、
関係者と
話し合える

地域の代弁者
であることを
理解し、

言語化できる

自らの役割・
価値を理解し、
他者にも
説明できる

望む暮らしを
支えるための
資源や方策に
目を向けられる

ケアマネジメント
と地域資源の
意味・つながり
を説明できる

自分の手足で
情報を集め、

問題意識を持てる

問いを繰り返し
真因を探ろうと

できる

関係者に相談する、
住民の声を聞く
など行動できる

関係者に
課題を共有したり
一緒に考えようと

する

新たな壁が
見つかっても
向き合い続け

られる

解決のための
必然性や

タイミングを
待ち行動できる

ありたい姿と現状
のギャップに
課題があると
理解している

問いを立て、
自らの手足で

情報を集められる

個別ケースと
マクロの両方から
課題を設定できる

組織内外の
重要なパート

ナー
が誰かわかる

関係者に
課題を共有し
共感が得られる

関係者の主体的な
行動を後押しし、
担い手の輪が
広げられる

課題を
見極めようとする

意欲

課題解決
のための

粘り強い行動

課題を
設定する力

関係者の
心を動かす

リーダーシップ

地域包括ケア
における

地域づくりの理解

基礎自治体職員
としての役割

出展：令和元年度老人保健事業推進費等補助金老人保健健康増進等事業「介護予防・日常生活支援総合事業及び生活支援体制整
備事業の効果的な推進方法に関する調査研究事業」報告書（令和2年3月株式会社NTTデータ経営研究所）一部改変


